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DATADIFF移行ツール 

免責事項 

下記事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情報提供を唯
一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。マテリアルやコード、
機能の提供をコミットメント（確約）するものではなく、購買を決定する際の判断材料になさらな
いで下さい。オラクルの製品に関して記載されている機能の開発、リリース、および時期について
は、弊社の裁量により決定されます。 
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概論 

Oracle WebCenter Sites（Oracle WCS）11g から 12c へのアップグレードはアウトオブプレー

スであり、Oracle WCS 12c を Oracle WCS 11g とは別の場所にインストールし、Upgrade 

Assistant を使用して 11g 環境からデータと構成を移行する必要があります。12c 環境をテス

トして準備するときに、引き続き本稼働している 11g システムでコンテンツ開発を続行しま

す。12c 環境の本稼働の準備ができたら、11g 環境で使用されていたコンテンツを 12c 環境と

同期させる必要があります。 

 

DataDiff 移行ツールは Upgrade Assistant ツールが強化されたもので、このような追加を 11g

環境と 12c 環境間で何度も同期する際に伴う時間と作業を軽減します。 

おもな機能 

DataDiff 移行ツールは、ベーシック・アセット、フレックス・アセット、フレックス定義、テンプ
レート、CSElement、ページ・アセット、セグメント、推奨、プロモーション、コンテンツ問合せ、
ファイル・リソース、ディメンション、スタイル・シートといったアーティファクトを移行します。 

このツールでは、以下のことが行われます。 

» 11g 環境内の新たに追加されたすべてのアーティファクトが 12c 環境に移行されます。11g 環境
内の変更されたすべてのアーティファクトが 12c 環境に移行されます。 

» 11g 環境と 12c 環境の両方で変更されたアーティファクトが 12c のアーティファクトを上書き
します。 

» 12c 環境でのみ変更されて 11g 環境では変更されていないアーティファクトは、そのままの状態
を維持します。 

» 初期アップグレード後に 11g 環境にユーザー、ロール、ツリー・タブ、スタート・メニュー、
およびサイト・ナビゲーションが追加された場合、これらの追加が 12c 環境に移行されます。
ただし、これらのアーティファクトの変更は移行されません。 

DataDiff移行ツールの使用方法 

DataDiff 移行ツールを実行する前に、以下のアウトオブプレース・アップグレード・プロセスに従
い、Upgrade Assistant ツールを使用して Oracle WCS を 11g から 12c にアップグレードします。 
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前提条件 
DataDiff 移行ツールを実行する前に、以下の前提条件を満たしていることを確認します。 

» WebCenter Sites 11g および 12c の動作インスタンスにアクセスしている。 

» 初期アップグレード後に Oracle WCS 12c サーバーを再起動して、正常に機能していることを確
認している。 

» Oracle ホームおよび Oracle WCS のスキーマをバックアップしている。 

11gから12cへの差分移行 
11g から 12c に差分データとアセットを移行するには、以下の手順を実行します。 

1. Oracle WCS 12c の管理サーバーと管理対象サーバーを停止します。 

2. {ORACLE_HOME}/wcsites/plugins/upgradeで、標準のsites-upgrade.jarを
更新後の sites-upgrade.jar に置き換えます。パッチ番号 27421959 から sites-

upgrade.jar フ ァ イ ル を 取 得 で き ま す 。 パ ッ チ を ダ ウ ン ロ ー ド す る に は 、
support.oracle.com にアクセスしてこのパッチを見つけます。 

3. 以下の変更を加えます。 

a. 以 下 の 場 所 に あ る Oracle WCS 構 成 フ ァ イ ル 内 の プ ロ パ テ ィ
oracle.wcsites.upgrade.history を削除します。 
wcs_properties.json（{ORACLE_HOME} 

/user_projects/domains/{DOMAIN_NAME}/wcsites/wcsites/config/ 内 ） 

b. schema_version_registry 表内で、アップグレード後のフラグを以下のよう
に Y から N に変更し、変更をコミットします。 

 MSSQL.UPDATE DB_NAME.[dbo].[schema_version_registry$] SET 
upgraded = 'N' WHERE owner = 'DEV_WCSITES' 

 Oracle.UPDATE schema_version_registry set upgraded='N' 

WHERE owner = 'DEV_WCSITES'; COMMIT; 

注：DEV_WCSITES（ここで、DEV はプリフィックス）などのスキーマ所有者は、
Repository Creation Utility（RCU）の実行中に作成された所有者の名前です。 

4. 以下のように、Upgrade Assistant を実行し、差分変更を 11g インスタンスから 12c イ
ンスタンスに同期させます。 

a. Upgrade Assistant を使用してスキーマをアップグレードします。 

b. Upgrade Assistant を使用して構成をアップグレードします。 

注：スキーマのアップグレードを実行してから、構成のアップグレードを実行してく
ださい。 

5. Oracle WCS 12c サーバーを再起動して、差分変更が 11g から 12c に正しく移行されて
いることを確認します。 

このツールを再度実行する場合は、すべての手順を繰り返します。 



 

4 | DATADIFF移行ツール 
 

結論 

Oracle WebCenter Sites では、本稼働システムとアップグレード後システム間でデータ損失のリス
クなくコンテンツを同期するのに役立つ重要なツールとして、DataDiff 移行ツールを提供していま
す。11g 環境から 12c 環境への移行を、はるかに適切かつ段階的に管理できるようになりました。 
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